堀淳一氏から松田博嗣氏へ(海外だより) by 堀, 淳一
Title堀淳一氏から松田博嗣氏へ(海外だより)
Author(s)堀, 淳一





















い ます0 7月の末に7ランスのRennesで開かれるPhonPn中 国嘩会議yC出
席 するため出かけるほかは,8月末 までこ にゝ滞在す る予定 です｡ ここを訪れ
るのは素粒 子,原子核関係の人が多いの ですが.物睦関係でも.昨年春松原 ,畳
沢 の両氏が来 られま した し,それ以酢に も来られた方があ るーかもしれません｡
しか し多分物性関係で比叡的長期間滞在するのは私が始めてではないかと思い
ますの で,折にふれて L q･T･Pについて報告 しましようo
l.C.T.Pは Triesteの町から8Km ほ ど離 れた ところに ある ,
Miramare公園 とい う広大 で又美 しい公園のとな9にあ って,線濃い森に囲ま
れ た静 かな`一角です.町からここまでは sunba紬erたちが群がる海水浴場が
ずっと続いていて,毎日-ホテルか●ら大いに眼の保泰 をしなが ら通 っています.
海 水浴場が今シーズンの最盛期 であるの とパラレルに,I.C.T.P.も夏
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の学校や シンポジウムの最盛期で,目下多分 5･ロん 60^の理論物理屋が集ま
っていますo とくに,developingcountri昌益-･の若 い研究者を秦成 して ,
これらの国における理論物理の水準 を高めるのが 1.C.T.Pの最大の目的
の 1つになってい るの で,アジア ･アブ-I)カの新興国の人たちも多 く,国際的
な雰囲気にみちています ｡ 来 てから｢週間 もた-ゝ 覆い中に韓国 ,イン ドネシア,
タイ,イン ド,パキス タン.･ガーナ,イスラエJL,,スペインなどの人たちとも
知 9合いにな9,∫.C.T.Fの カフェテ l)アヤ町の レス トランでよくぶっ
か って,いろIJlろ面白い話をきい七います｡今私 と同 じ部屋にいるのは素粒子
をやっているパキスタンのBari氏 と,格子力学∵菅やっているオランダの
Sui･tr･氏一･で.今朝一はバスの中でSuit氏 と一諸になD,_融解の問題 を今つつい
ているのだがそれについての あなたの ideaを きかせてJ息_しい といわれて開口
しましたo ∫.C.T.Pに着いてさっそ く彼のやろ うとしていることをきい
て ,一応即席の意見 をいっておきま したが ,日本で も枚田さんをは じめ多数の-
たら,後目さんなどのそれについての T)プ1)ントかプレプ リントがあったら送
ってもらって く一れとたの まれま した｡ 折返 し私あて文献をお送 9･いた ゞければ
有難 く存 じますO彼の ideaは ,ランダムにholeが 入った結晶の潜 散卦線を





先生がもっぱ ら世話役菅やっていて,先週はLukes が 5回にわたって除有髄
数の localizationの話 を しま した｡Andersonモ デ ルにかける電気伝導のさ.
計算で,2捧Green 関数を計算することによってbandの 中心で伝導度が0
になるⅤ/Ⅳの臨界値の上下限を求めると,上限 としてAndersonの得たⅤ/W
の臨界値に近い値が得 られ ,したがってAndersonの意味 での localization
が起 ることと,電気伝導 が Dになることとは同等 であるこ-tになる,とい うの
が彼の主張 です｡今週は私が phase theoryからみた localizationの話
と.札幌 で藤田君 と少 しづつやっていたAndersonの selトenergyとstate
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ratio お よび secularmatrixの 主小行列式 との関係の話 ,それに こちら
へ来 てから少 し考えたnextnearestneigh bour interactionがある場合
のd~egreeof'･l･o如 li左ationの measureの話をすることになっています.
産品dersonの localizationと践 々が考えている localization との関係
を酪 らかにすることは大問題 で.これ らの話がそのいとぐちに在D得 るかどう
か.まだ見通 しがたったわけではあDませんが,tValler先生がぜひ話を しろと
い うし,さ やゝかながらきちん とした結論が得 られてい ることだからまあいい
だ ろ うとい うわけです｡ これ らの ことについて先週 Lukesと大分議論 しま した
が ,彼は phase t.heory牽ほ とんど知 らないのになかなか suggestive を
1意見 をいって くれて大いに参考になDましたO､Lukesは Econombu-Cohen
'め 仕事 などyCも興味 をもってか9,松 田さんや石井 さんが こ こにいたらもっと
もっと議論がはずむだろ うに,と残念に思 っています｡一
来 てから-2･,5日は全 く7 リ二で,久 しぶDで思 う存分 自由をたの しみなが
らゆったbした気分 でもめ を考 えるこ■とが できま したが,先週末 からはイスラ
エルのCohen了につかまってb.C .C とf.C.C格子における impurity
-inducedabso一ptionの計算についての意見を きかれた D,その他上記の よ
うな次第 で,結構忙 しくな9ま した｡ しか しそれはそれで得 ることが大いにあ
bます し,何 よDもadministrationからの解放感は最 もあDがたい もので
す.Triesteは気候 もよい し,たべ もの もうまい し,国際会議yC行 くよDもこ ･=･.
こでゆっくbものを考 えたD,いあんな人 とわ接触 なたの しんでいる方がいい
.1
よ うな気が してきま したが,まあ行けばそれだけの ことは参るだろ う,Jとと:ち
すれば不精になDがちな気分 にムチを うっている次第 です｡
堀 淳 一
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